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ものづくり経営システム：考え方の枠組み
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製品生涯収益と期間の業績
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営業キャッシュフロー

開発･準備段階
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ライフサイクルポジション管理

3

本社の使命
全社、ＳＢＵとして新商品、新技術投入のタイミングを誤らない

ライフサイクル
ポジション

前期
(n-1)

当期
(n) (n＋1) (n＋2) (n＋3) (n＋4)

事業部X 製品a 成熟 3 7 8 1

製品b 衰退・撤収 2 1

（X 小計） 5 8 8 1 0 0

事業部Y 製品c 開始 -3 -2 5 5 2

製品d 開発・準備 -10 -5 3 8 10 6

（Y 小計） -10 -8 1 13 15 8

全社計 -5 0 9 14 15 8

営業キャッシュフロー

未来（計画、予測）現在過去



流れをつくり回転で稼ぐ
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ケースA

ケースB

正味作業時間比率 １/8=0.125

正味作業時間比率 １/28=0.033

20分 20分 20分

20分 20分 20分

正味作業時間比率＝
リードタイム

正味作業時間



正味作業時間比率の向上
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リードタイム
短縮

正味作業時間
短縮改善すべきは・・・>

儲け＝キャッシュ

B/Sの質向上

P/L病からの脱出



経営システム設計フレーム
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ものづくり立国の一翼を事業体として勝ち残る
（sustainability）

売れるものを創る 売れるタイミングで作る 経営システム設計

イノベーション オペレーション

経営ビジョン、理念（例）

本社マネジメント
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開発 設計・生産技術 調達・製造計画 企画・経理・情報

WHAT?

HOW?

商品ライフサイクル
ポジション

・垂直立上げ度
・試作手戻り率

正味作業時間比率

顧客に向けた良い設計情報 顧客に向けた良い流れ創り

measure
売上
人

売上原価
固定費

他

何をつくるか？
どういう方法で
つくるか？

どういうタイミングで
つくるか？

どうやってシステムとして
管理するか？



鍵指標（ＫＰＩ）
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勝ち残る

売れるものを
つくる

売れるタイミング
でつくる

イノベーション オペレーション

本社 現場

利益

売上高

売上高

在庫×
（利益率要素） （回転率要素）

利益
ポテンシャル

持続可能性
（ sustainability ）



鍵指標体系（例）
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過去と比べる → 進化

直行率正味加工
時間比率

納期
遵守率

売上高
利益率

棚卸資産
回転日数

利益
ポテンシャル



ものづくり経営会計データベース
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データーベースを同一にして、アウトプットは、実際原価も、
標準原価差額も、直接原価もといった利用目的に応じた原価計算システム

ものづくり
経営会計

データベース

IFRS 国内基準

従来型
全部原価

多目的原価計算
リードタイム

基準
全部原価

直接原価

オペレーション
進化度測定

プロダクト
ライフサイクル
ポジション管理

標準時間
（来歴）

標準原価
（来歴）

歩留り
（来歴）

・・・

・・・

自社基準



最後に
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本社が以上に立脚していることの証(あかし)を、鍵指標(ＫＰＩ）
の体系化の上に表現し、そのフォローを継続実施する

連携

本社 現場

○「利益だけ」から「利益と回転」の複眼思考へ。
利益の責任は本社に、回転(流れ)の責任は現場。(利益ポテンシャル)

○回転率は、「正味作業時間比率＝１」に向けて無限の進化が求められる。
比率が「1」に近づくにつれ「正味作業」も重要となる。

○流れがよくなると「資源余剰(ヒマ)」が創造され、キャッシュ・フロー
が好転し、イノーベーションの資金調達が楽になり、財務利益もやがて
反転するが、何よりも貸借対照表の質が向上する。



ソートウェア株式会社
〒464-0075 名古屋市千種区内山三丁目18番10号 千種ステーションビル802号室
Tel：052-439-6758   Fax：052-439-6759 担当 三井 江利子

【本件に関するお問い合わせは下記まで】

詳しい説明を申しつけください。


